
様式第二号の十二 (第人条の十七の二関係)

(第 1面 )

特別管理産業廃棄物処理計画書

令和6年6月 26日

都道府県知事 佐藤 樹一郎 殿
(市長)   ^

提出者

住 所 大分県別府市緑丘町12番 1号
氏 名 大分県厚生農業協同組合連合会

代表理事理事長 石井 昌年
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号   0977-2併 7111

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

~6626

事 業 場 の 名 称 大分県厚生連鶴見病院

事 業 場 の 所 在 地 大分県別府市緑丘町12番1号

計 画 期 間 2023年4月 1日 から2024年3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

①事 業 の 種 類 医療関係

②事 業 の 規 模 230ラ薇

③従 業 員 数 608人

④特別管理産業廃棄物
の一連の処理の工程

《感染性廃棄物≫

いエスプレス大分にて中間処理→ 【焼却】

(日本工業規格 A列 4番 )



(第 2面 )

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和5年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃乗物 引火性廃油/廃油

排  出  量 407.492t 0。 550/0.050t

①現状
(これまでに実施した取組)
。日本医療機能評価機構の観点も踏まえ、リユース、リサイクルを

考慮した廃棄物の分別 。選別の徹底。

・感染性廃棄物削減の呼びかけ実施

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

排  出  量 405。 608t t

②計画
(今後実施する予定の取組)
。医療安全を中心に、廃棄物の捨て間違いや、医療廃棄物とそうで

ないものが混入していないかの確認、現場に医療廃棄物分別の意識

付けを呼びかけ、平均排出量を維持できるように努めます。

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項



(今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に

る取組 )

特にありません。

関す

②計画

(第 3面 )

【前年度 (平成   年度)実績】
特別管理産業廃棄物の種類

tt
自ら再生不1用を行つた

特別管理産業廃棄物の量

(これまでに実施した取組)
①現状

【日標】

特別管理産業廃棄物の種類

t t
自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)

②計画

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (平成   年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

t t
自ら熱回収を行つた

特別管理産業廃棄物の量

tt
自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量
①現状

(これまでに実施した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

t
自ら熱回収を行う

特別管理産業廃棄物の量
t

tt

②計画

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項



(今後実施する予定の取組)
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自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

【前年度 (平成   年度)実績】

特別管理産業廃葉物の種類

自 ら埋 立 処 分

を 行  つ た
特別管理産業廃棄物の量

t t

①現状

(これまでに実施した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自 ら埋 立 処 分

を  行   う
特別管理産業廃棄物の量

t t

②計画

(今後実施する予定の取組)

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (平成 年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t t

①現状
再生利用業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t t



(これまでに実施した取組)
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②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

全 処 理 委 託 量 405.608t t

t t

t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

・特にありません

電子情報処理組織の使用

に関する事項

【前年度 (令和5年度)実績】

特別管理産業廃棄物

排   出   量
(ポ )塩lとビフェニ,レ廃乗物を除く。)

408.092t

(今後実施する予定の取組)

・特にありません

※事務処理欄


